
令和7年5月19日

6 会 議 内 容

【指示事項】
 ・相談対応の全世代への拡充については、広く区民への周知を図ること。
 ・将来的な地域包括支援センターの配置については、支え愛・ほっとステーションとの連携などを踏まえて検討すること。

■ 案のとおり決定する。 【備考】

□ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。

□ 案を否決する。

3 件 名 重層的支援体制整備事業、孤独・孤立対策推進事業の推進に伴う支え愛・ほっとステーションの増員について

4 出 席 者
区長、堀越副区長、新井副区長、教育長
各部長・担当部長
企画経営部各課長・総務課長・戦略広報課長

5 会 議 結 果

令和７年度第２回 区政運営会議 記録要旨

1 日 時 令和７年５月19日（月） 10：00 〜 10：20 2 場 所 第五委員会室



1 件 名

有無

6 参 考 情 報 7 添 付 資 料

付 議 事 案 書
審議事項 ・ 報告事項

重層的支援体制整備事業、孤独・孤立対策推進事業の推進に伴う支え愛・ほっとステーションの増員について

2 担 当 部 課 福祉部福祉計画課 3 関 連 部 課 地域振興部地域活動課

5 概 要

4
論 点
（ 決 定 を 要
す る 事 項 ）

広報・HP

議会説明

区民参加

報道発表

項目

② 付議事案

条例規則

方法（時期）

 誰もが身近な地域で相談できる体制を整備するととも
に、地域での支えあいを推進する「地域づくり」、社会と
のつながりをつくる「参加支援」、支援を届ける「アウト
リーチ」を強化する。

 社会福祉士等の有資格者など、区民に寄り添うことので
きる人材を確保するため、早期に募集を開始し、令和９年
度までに全ステーションへ３名の配置を完了する。

令和7年5月19日

別紙資料のとおり

①
現 状
課 題

重層的支援体制整備事業および孤独・孤立対策推進事業
を推進するにあたり、支え愛・ほっとステーションの対
象を高齢者から全世代へ拡大し、事業を効果的に実施す
るため、職員の増員を行う。
 特にアウトリーチ・地域づくり・参加支援では、時間
をかけた関係性づくりや地域密着型の取組みが必要であ
り、これまで支え愛・ほっとステーションが構築してき
た地域との関わり、顔の見える関係性を基盤として取り
組むことが必要不可欠である。

③
そ の 他
（ｽｹｼﾞｭｰﾙ
等）

3名配置スケジュール
 令和7年4月 ６ステーションへの配置完了
 令和8年4月 4ステーションへ追加配置
 令和9年4月 全ステーションへの3名配置完了

目  的

対応方策

上記事業のさらなる推進を図るため、支え愛・ほっとステーションの職員を増員する方向で進めてよろしいか。



区 政 運 営 会 議 資 料
令 和 ７ 年 ５ 月 １ ９ 日
福 祉 部 福 祉 計 画 課

重層的支援体制整備事業、孤独・孤立対策推進事業の推進に伴う
支え愛・ほっとステーションの増員について

２．予 算

１．拡充する事業・増員後の体制

③アウトリーチ①相談対応を、全世代へ拡充 ②地域づくり、参加支援の拡充

R7 R８

・全ステーションを３名体制へ

相談対象を６５歳以上から全世代へ 高齢者の全件訪問高齢者を軸とした多世代交流の実施

世代を問わず、
誰もが身近な地域
で相談できる体制
を整備し、必要な
支援につなぐ

企業等から場所提
供等の協力を得るな
ど官民連携による支
援実施、高齢者向け
フリースペース「より
みち」の拡充等

※令和７年度より国庫補助金の上限額・補助率が引き上げ
上限額 122,200千円増 補助率 1/2 → 2/3

・本部機能の強化 ５名体制へ

本部

ＳＴ
計

4名
（兼務解消）

32名
36名

4名

36名
40名

５名

3９名
4４名

令和8年度、令和９年度は増員ベースで試算

補助金上限額・補助率引上げ反映

R９

重層的支援体制整備事業および孤独・孤立対策推進事業を推進するにあたり、支え愛・ほっとステーションの対象を高齢者から全世代へ拡大し、
以下の取組を効果的に実施するため、職員の増員を行う。

必要な取組み①
誰もが支援を求める声をあげやすい体制

を整備し、必要な支援につなげる

必要な取組み②
見守り・交流の場や、つながりを実感でき

る地域づくり、参加支援

必要な取組み③
支援が必要な人を支援につなげるための

アウトリーチ

対象：介護サービ
ス等他サービスの
利用がなく、
どこにもつながっ
ていない高齢者
（約12,600名）

支
え
愛
・
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

品
川
区

●(重層的)支援会議→区・多機関協働による支援●事業全体の調整、施策検討・企画・推進 ●区での支援

※R9年度以降の到達イメージ

〇〇地区地域包括支援センター

支え愛・ほっと
ステーション

地域包括支援
センター(旧在支)

連
携

協
働

13地域センター内
で事業継続
行政との密な連携

現委託事業者が
人材確保し運営
(メイン13，サブ7)

社 社 社 ケ保

資料１



重層的支援体制整備事業実施体制

24時間365日
チャット相談

NPO法人
あなたのいばしょ

品川区役所
主たる流れ

新たに構築した仕組み

所管で対応
可能なケース

（重層的）支援会議

連携
(つなぐシート)

各相談窓口で、相談者の
属性や世代等に関わらず
相談を受け止める

品川区

社会
福祉
協議会

民間
支援
団体

連携

官民連携による地域全体での支援

連携

連携

つなぎ先がない
複数課題が複雑に絡んでいる…等

品川区
福祉計画課

支援団体等

支援団体

支え愛・ほっと
ステーション

関係機関・団体が連携して支援を行う
必要があるケース

必要に応じて、
経過報告・相談等

つなぐ

区民

地域での支援につなぐ必要が
ある人

つなぐ

連携

オンラインカ
ウンセリング
㈱マイシェルパ

つなぐ

つなぐ

支援につながってい
ない区民(高齢者)

アウト
リーチ

つなぐ

品川区

支え愛

民間支援
団体

町会等

民生

委員

重層的支援体制整備事業および孤独・孤立対策推進事業プラットフォーム

品川区 支え愛 民生
委員

在支 企業民間支
援団体

（第一回：令和７年６～７月 計260名参加予定）

支え愛増員に伴い
強化される仕組み

太線

※参加支援含む

相談支援

65歳以上から
全世代へ拡充

地域づくり参加支援

区 政 運 営 会 議 資 料
令 和 ７ 年 ５ 月 １ ９ 日
福 祉 部 福 祉 計 画 課

資料２


